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夏休みレポート課題 
 
締切 ９月１０日（月）授業終了時 
 
課題：関心のある経済・経営現象を、回帰分析を用いて分析しなさい。 

（３０点満点） 
 
レポート作成に当たって: 
 当課題は、回帰分析という統計手法を実際にキチンと扱うことができるか、ということ

もさることながら、論理的、かつ効果的なレポーティングができるか否かについても、評

価の対象にする。したがって、当課題では以下の項目に重きをおいて評価を行なう。 
① 何故その現象を分析するのか（問題意識）。 
② 分析の枠組（モデル、仮説）とその妥当性。 
③ データの取り扱い（出典、加工など）。 
④ 回帰分析の結果の解釈。 
⑤ レポーティングの論理性と説得性。 

 どのような現象を取り扱うかについてのガイドラインは特にないが、以下の参考文献を

紹介しておく。 
(a) 黒坂佳央・浜田宏一(1984)、『マクロ経済学と日本経済』、日本評論社。 
(b) 浜田宏一・黒田昌裕・堀内昭義(1987)、『日本経済のマクロ分析』、東京大学出版会。 
(c) 堀内昭義・吉野直行(1992)、『現代日本の金融分析』、東京大学出版会。 
(d) 中馬宏之・駿河輝和(1997)、『雇用慣行の変化と女性労働』、東京大学出版会。 
(e) 高木康順・秋山裕・田中辰雄(1997)、『応用計量経済学Ⅰ』、多賀出版。 
(f) 牧厚志・宮内環・浪花貞夫、縄田和満(1997)、『応用計量経済学Ⅱ』、多賀出版。 
(g) 竹内清・佃良彦(1990)、『経営統計学』、有斐閣。 

 
採点について 
 上に示した①～⑤の各チェックポイントについて検討し、最終的に A(30)、B(20)、C(10)
の３段階評価を行なう。但し、この課題の性格上、複数の受講者が「同じデータを同じ方

法で分析する」確率は０に近いということを意味するから、同一のレポートが発見された

場合には、そのすべてについて評価は行なわない（0点ということ）ので、予め了解された
い。 
 


